
宣 言 日 令和　5　年　４　月　１８　日

住 所 さいたま市大宮区桜木町1-10-16

県 内 企 業 等 の 名 称 高砂熱学工業株式会社関信越支店

代表者役職 氏名 執行役員支店長 渡辺 孝志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

お互いの多様性を認めて尊重し合う企業
文化を醸成する。
＜（現状値）2022年の数値＞
①女性管理職比率：2.3％（11人/466人）
②男性育休1週間以上取得率：65.7％
(44人/67人)

＜2030年に向けた指標＞

①10.0％（47人/470人）　②100％(50名/50名)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①4.5％（21人/467人）　②72％(43名/60名)

群馬県伊香保町「高砂熱学の森」で森林保
全活動を実施する。
＜（現状値）202２年の数値＞
森林保全活動実施回数：1回/年（20人参
加）

＜2030年に向けた指標＞

２回/年（のべ60人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1回/年（30人参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2021年比　22.5%削減　②2021年比　11.1%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2021年比 7.5%削減　②2021年比　3.7%削減

CO2削減へ貢献する。
＜（現状値）2021年の数値＞
①自社のCO₂排出量：4,040t/年
（ｶﾞｿﾘﾝ使用料抑制、再ｴﾈ電力利用等）
②取引先のCO₂排出量：464.8万ｔ/年
（当社削減貢献技術の提供等）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当社は社是・経営理念の下、TakasagoWayの実践を通じ、持続的な成長と企業価値の向上を目指
します。また、ESG・SDGｓの各課題に対して、Ｅ（環境）、Ｓ（社会）、Ｇ（ガバナンス）のＰＤＣＡサイクルを
通じて課題解決に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

高砂熱学工業株式会社関信越支店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


